
校種 小学校 利用人数 ３０人 平成２３年度教員免許状更新講習

国立赤城青少年交流の家

プログラム名(テーマ) 達成感を味わい，お互いのよさに気づける体験活動

目指す児童・生徒像 ① 課題を見つけ、いろいろな方法で解決しようとする子 ② めあてをもって粘り強く頑張る子 ③ 人とのふれあいを大切にし、お互いのよさを認め合える子

起床後 朝食 午前の活動 昼食 午後の活動 夕食 夜間の活動 その他

・学校集合 ８：２０ 13:30 ～ 16:30 ・入浴 18:30 ～ 19:30
・各家庭 ・健康観察 ８：３０ ２．ＡＡＰ（あかぎアドベンチャープログラム） ３．星空観察 19:30 ～ 20:30

・学校発 ８：４０ 弁当 ↓
・スクールバスで移動 ・雨天の場合 雨天の場合

１ ・国立赤城青少年の交流の家着 ９：４０ 12:30 事前に希望しておいた創作活動（土笛，七宝焼き， 17:30 国語の「報告文を書こう」のまとめとして午後
・開校式 ～ 草木染め，アロマキャンドル）に取り組む。 ～ の活動の報告文を書く。

↓ 13:15 天気により３日目の午前と入れ替える。 18:15 ・振り返り 「１日の反省しよう」
日 １．オリエンテーリング 10:30 ～ 12:00

西コース ・夕べのつどい 17:00 ～ ・消灯 22:00
「班で協力，離ればなれにならないこと」

◎引 率 ◎ねらい ◎ねらい
目 校長，教務，担任，養護教諭 活動を通して，仲間とのコミュニケーション能力を 夏の大三角，北斗七星，カシオペア座等，理科

高め，協調性を学び，自己概念を向上させる。 で学習した星座の確認と，月の位置の確認をする。
○留意事項 （理科担当教師）
・健康観察 ○留意事項 ○留意事項

実施前後３日間の健康観察を行う。 国立赤城青少年の交流の家のスタッフと事前の打ち ・天気が良ければ夕方の月の位置と２０時ごろの
当日の健康観察では検温も行う。 合わせを十分行う。 月の位置の確認をさせる。

・デジカメを用意して，自分が作った作品の写真
・オリエンテーリング ☆準備 を撮り，報告文に貼り付けられるようにする。

西コース用のマップを配布 ・持ち物・・帽子，タオル，雨具 ・各部屋ごとに落ち着いて１日の振り返りができ
校長はスタート地点，教務，担任，養護はポイ ＊費用 るように声をかける。
ントとなる場所に経つ。 ・講師・・・２名

☆準備 8000 円×２人
筆記用具，時計，地図，コンパス，ゼッケン ・雨天の場合 創作活動費用 1000 円× 30 人
水筒，帽子，雨具，

・起床 6:00 ６．キャンプファイヤー 19:00 ～ 20:30
２ 洗面・荷物の整理 7;30 ４．あかぎ登山 ・休憩 14:00 ～ 15:00 １．開会の言葉 （学級委員）

・朝のつどい 7:10 ～ 青少年交流の家 発 9:00 弁当 ５．野外炊飯 15:30 ～ 17:00 17:30 ２．儀式
代表あいさつ用意 8:00 ↓ ～ ３．歌

鍋割高原着 10:30 12:30 ・夕べのつどい 17:00 ～ 18:15 ４．ゲーム
↓ 発 11:30 ～ 代表あいさつ用意 ５．班の出し物

青少年交流の家着 14:00 13:00 ・野外炊飯片付け 18:15 ～ 19:00 ６．夜話
７．閉会の言葉

・雨天の場合
キャンドルファイア

◎ねらい ◎ねらい ◎ねらい
上毛三山の一つ赤城山登山を通して，身近な自 グループで協力し、試行錯誤をしながら野外炊飯をし、 キャンプファイヤーの火を囲んで、歌を歌ったり、

然に触れ，動植物に関する知識を確認したり，ね できあがったものを試食する活動を通して、友達と協 ゲームをしたりする活動を通して、友情を深め、
ばり強く登山をして，達成感を味わったりする。 力することの大切さと楽しさを味わう。 団結心を養う。
○留意事項 ○留意事項 ○留意事項
・活動前に健康観察を十分行う。 ・協力して仕事に取り組めるように声をかる。 ・歌やゲームについては，十分に練習をしておく。
・国立赤城青少年の交流の家でお弁当を用意して ・怪我，火傷には十分気を付けるように声をかける。 ・班の出し物については事前に内容を把握し，発
もらう。 ・手洗い，消毒，しっかり火を通すことなど衛生面に 表の順番も決めておく。
☆準備 注意するように声をかける。 ＊費用

水筒，帽子，雨具 薪代 1000 円×４束
＊費用 トーチ代 200 円×４本
食材代 雨天



起床後 朝食 午前の活動 昼食 午後の活動 夕食 夜間の活動 その他

・起床 6:00
３ 洗面・荷物の整理 7;30 ７．創作活動Ａ 9:00 ～ 12:00 ・閉校式 13:00 ～ 13:30

・朝のつどい 7:10 ～ 12:00 １．開会の言葉
代表あいさつ用意 8:00 事前に希望しておいた創作活動（土笛，七宝焼き， ～ ２．校長先生のお話

日 草木染め，アロマキャンドル）に取り組む。 12:45 ３．青少年交流の家長さんのお話
・清掃 ４．入所児童代表の言葉

・雨天の場合 ５．校歌斉唱
目 ・ＡＡＰ（あかぎアドベンチャープログラム） ６．閉会の言葉

・国立赤城青少年の交流の家発 14:00
↓

・スクールバスで移動

・学校着 15:00

○留意事項 ◎ねらい
「来たときよりも美しく」を 子どもたちの作ってみたいという願いをもとに手 ○留意事項
目標にお世話になったところ 作りにチャレンジし、手作りのよさを知り、作品 ・お世話になった国立赤城青少年の交流の家のスタッ
はきれいにするよう引率者は を仕上げる喜びを味わう。 フの方々に感謝の気持ちを表しながら、お話を聞いた
分担し見回る。 ○留意事項 り、校歌を歌ったりするように声をかける。

国立赤城青少年の交流の家のスタッフと事前の
打ち合わせを十分行う。

下段には、めあてや指導者、班分け、費用、準備、事前・事後指導、留意点などを記入。


